
２０２１年１月１５日
日本経済新聞・Web
「東北大・北大・阪大、脚を失った昆虫の足並み（脚の運動）と筋活動の変化を解明」 
青沼仁志  （人間数理研究分野）



2020年 9月 23日 
北海道新聞 
「Academic Fantasista 2020  
「国民との科学・技術対話」推進に関する研究支援事業 」 
長山雅晴（人間数理研究分野）、 青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 

 

2020年 8月 27日 
日経サイエンス 
「ハサミムシに収納のヒント」昆虫最小に折り畳める「ハサミムシの翅」 
青沼仁志 （人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 
 

 

2019年 7月 17日 
FNN プライムニュース 
昆虫最小に折り畳める「ハサミムシの翅」の仕組みを解明…その秘密は“折り
紙”だった」 
青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

2020年 7月 14日 
NHK News 
昆虫最小の羽の折り畳み 仕組み解明「宇宙 開発にも応用可能」」 
青沼仁志（人間数理研究分野） 
 

2020年 1月 19日 
日本経済新聞 
「『クモヒトデの動き解明』クモヒトデのロコモーション様式を生成する制御メカニ
ズムを生物学と数学を融合したアプローチで解明した．ロボット制御への応用が期
待できる．」 
青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 

 

２０２０年７月２７日 
「Earwig wing folding and deployable structures」 PNAS表紙 
青沼 仁志（人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 
 
 
 

 

2020年 1月 17日 
科学新聞 
『クモヒトデの動き解明』クモヒトデのロコモーション様式を生成する制御メカニ
ズムを生物学と数学を融合したアプローチで解明した．ロボット制御への応用が期
待できる．」 
青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



２０１９年６月２８日 
科学新聞 
「オオクモヒトデの動き ５本腕と６本腕で相違」水流による協調運動か」 
青沼仁（人間数理研究分野） 
 



2019年 8月 20日 
北海道新聞 
「Academic Fantasista 2019  
「国民との科学・技術対話」推進に関する研究支援事業 」 
長山雅晴（人間数理研究分野）、 青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



2018年 8月 18日 
北海道新聞 
「Academic Fantasista 2018  
「国民との科学・技術対話」推進に関する研究支援事業 」 
長山雅晴（人間数理研究分野）、 青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



2018年 6月 11日 
Sicence Trend 
「Plasticity in extended phenotype increases offspring defense despite 
individual variation in web structure and behaviour」 
青沼仁志（人間数理研究分野） 
 



2020年 12月 16日 
「令和 2年度 数学ゼミナール 」（札幌北高校） 
長山雅晴（人間数理研究分野） 
 

札北News >>　記事詳細 < 前の記事へ 次の記事へ >

< 前の記事へ 次の記事へ >
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全日制緊急連絡
現在、全日制の緊急連絡はありません。

新着情報
最新 31日分

「プロフェッショナル講座」を実施しました 日誌 12/23 12:28

放送による冬季休業前全校集会の講話について 日誌 12/21 18:08

「令和２年度数学ゼミナール」を実施しました 日誌 12/18 12:00

放送局大会結果報告です 日誌 12/14 16:08

「第35回　全国高等学校文芸コンクール」に参加しました 日誌 12/12 07:00

News

2020/12/18 「令和２年度 数学ゼミナール」を実施しました

時：令和２年12月16日（水）16：00～18：00

講　　師：北海道大学電子科学研究所　付属社会創造数学研究センター
人間数理研究分野
教授　長山雅晴　先生

講義題目：「数学を用いて現象を記述する」
講義概要：講師の先生から「数学という学問を使うことで様々な現象を理論的に理解できることを講義します．高校で学習
する数学の内容を使って非線形現象を数式で表現することを目指したいと思います．数学が何の役に立ってるの？と疑問に
思っている方は是非ご参加ください．」という案内があり、当日29名の生徒が参加しました。
講義のはじめに、数理モデル構築の基本原理、セル・オートマン、漸化式、数理モデルの作り方が説明されました。その

後、人口問題、ＢＺ反応の実験、ロウソク燃焼や相互作用、感染症流行の現象等、多くの例を取り上げて、数理モデルによ
って現象の起こる原理を理解し、予測を与えることができることを学びました。講義の後半で、生徒たちは渋滞やＢＺ反応
についてのセル・オートマンモデルの演習に熱心に取り組み、理解を深めました。
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2020年 10月 21日―2019年 10月 23日 
「研究者、技術者のための応用数学 ～科学、工学に活かす数理的思考～ 」 
長山 雅晴（人間数理研究分野） 
 

応用数学  ～ 科 学 、 工 学 峕 活 か 峃 数 理 的 思 考 ～ 

《おみ・おኴせ》 

 

(དၤ)්ၼ๖県ጵౌ業技ടຳ研究സ 

の口౫സ ఔ育ถᆪ 教育研ೲグループ 

 

〒213-0012 

්ၼ๖県๖ఞ౦ஸྥ区ఘ戸 

㕳㕲㕱  

KSPဪိ㕱F 

㖍㕾㖅：044-819-2033 

FAX:044-819-2097 

Email: ed@newkast.or.jp 

 

◆開期間：  2020Ⴉ 10月21႘（෯) 

    10月22႘(ኪ) 

    10月23႘(金) 
    【各႘10:0017:10】 

  *一日単位峘選උ受峬承峴峨峃岞崓嵒崕嵍嵑嵈等岝ถ細峙ഫ面峼岾༮岹峊岿岮。 

◆オンライン開௹【zoomౚዿ】 

◆࿊員：㕱㕲 ๐ཧവにてൡります。 

KISTEC 教育௶     ௹：(དၤ)්ၼ๖県ጵౌ業技ടຳ研究സ 

 ৫、ଞ့にごസ໔で、ඛᅑᇀሑ࿘ಠやᇤᅑᇀሑ࿘ಠでᅳଵされた  ጫ

 モデルにഞ会い、それをౚうጵにあるものの、そのৰᄯとなっている学を学

ぶにはどうしたらいいのかっているሑ／ 学ภಐ༉は何のዂにጵつのかわからず学に

するታをಪってしまったが、ೂ会にഞてからそのᅢጅตを௺Ⴁಡしているሑ／ ภ科学・

医ፑ・ৄ੩・ጺྫྷなど、ೂ会がྞኜする課༎に学を၏ႚできたら・・・とணえているሑ  

 ଵ༉の科学ਙടは、そのくが陰にጉに学

 に依しています。႘ඛภঊでそれを意ಡす

ることはほとんどないとしても、何かをఢろう、改ፕしようというጵにあるにとって、

学とのつきあいはᅊけてྫྷることのできないものです。  

学との「つきあい」のౝもさまざまです。ೂ会にഞてから႘々のኃでዻ々なኴ༎に

ྞኜし、「学をもっとやっていたらよかったなぁ」と౩ったりもしているሑ々を౩いᆘかべ

つつ、௶は4Ⴉからౡまりました。これまでにౄ加して下さった皆ዻからのフィード

バックをଭに、ௗႩဗはదႩဗに引き໗いて、ᆾጫ・化学・ೂ会ଵඉをጫモデル化すること

と、そこにଵれるᅑᇀሑ࿘ಠの解をཏにஓถするための௭ᇀሓのጫᎪにをることと

しました。ഷは、་学ഷႩੇでのᅑᇀูᇀ・༉のᆲからႚります。་学でᇭ੫した

ときは、何のዂにもጵちそうでなかったこまごまとしたことが、ಲはてಲをಏっているの

だということをশじていただけたらと౩います。  

学のၟ྇は、かなことをおろそかにせずにきっちりணえることです。たとえば、ཏに

解くことにᄔってႚしてくる「௭」もଯቹにଣูもります。そのようなၾዴをられたಐ

で扱うため、༎ఔはᄾ較シンプルなものをびました。しかしそこにまれている学

は、もっと་ਊኟなኴ༎を扱うときにもྫྷዿするᆗᇫなものです。ௗႩဗは、ශコロナ

ウィルスশ൵の影をけ、オンラインでのಲ౮としました。オンラインならではのፕさを

ภかし、ᄾ較൛の௶としてわからないこともಱኴしやすいᇋ囲ਂをఢりたいと౩い

ます。「もう一ဗ学がやりたい！」というሑ々とお会いできるのをॼしみにしています。                

（ဪሾ་学 ੱ೨ ෯ဿল） 

 

ଞೄ、ਙടೄのための 

ℐ藤 宣一 

東京大学 大学院数ጫ科学研究科  
教授・შ士（ጫ学） 

 水藤 寛 

東ሾ大学 材ፍ科学高等研究所 
教授・შ士（工学） 

長山 雅晴 

ሾ海道大学 電子科学研究所 
ᆣ 属社会創造
数 学研究セン

ター 

《  講 座 の 講 師 》 

Kanagawa Institute of Science and Technology

区 ᇀ ႘࿘ 㕱႘༳位 

A ්ၼ๖ଡ外৫ 49,000円 

20,000円 
B KISTECカダゑゥウゑཆ会員 

C ්ၼ๖ଡၾཨ൚৫* 
㕳㕹,㕲㕰㕰円 

D C以外の්ၼ๖ଡၾ৫ 

E ්ၼ๖ଡၾఓഉの଼ 
44,100円 

ඉೄ 

カリキュラムᇨถೄからのメッセージ 

ፍ 

《後援・協》                   * 一ᆪษཨ 

国ጵ研究開ᄇሓ人科学技術振興機構 (一社)႘数学会   

(一社)႘応ዿ数ጫ学会 (公社)応ዿᆾጫ学会         

(一社)႘機械学会 (一社)႘鉄鋼協会 (公社)精ቹ工学会 

(一社)႘ᆷ合材ፍ学会 (一社)႘鋼構造協会        

(公社)႘材ፍ学会 (一社)႘原子学会 (公社)土ኪ学会       

(一社)႘シミュレーション学会 (一社)႘ጺ体学会    

(一社)႘計算工学会 (公社)化学工学会 (一社)電気学会 

(一社)႘ロボット学会 (公社)႘医学ሐ射線学会      

(公社)高ᇀ子学会 (公社)地ᄯ工学会 (特ᅋ)ᅋ線形CAE協会 

(一社)႘Ⴍ焼学会 (公社)႘伝Ⴈ学会            

(一社)画像電子学会 (一社)可視化情ሇ学会           

(公社)計測自動制御学会 (公社)人工知Ⴗ学会         

(特ᅋ)႘バイオインフォマティクス学会 (一社)႘画像学会           

(一社)化学とマイクロ・ナノシステム学会               

川崎商工会議所 ㈱ケイエスピー 

《௹》  

 (དၤ)්ၼ๖ଡጵౌਙടຳଞസ（KISTEC) 

＊଼ගሇのጦዿおよび࿓のฑ：଼ගሇは、り扱いኬ以॒にጦዿしたり、༌ూೄに

࿓することはありません。ിにごႚいただいた଼ගሇは、ဴഷのಈ့にするග

ሇやౄइೄᇻആの案ၾなどのᄧ囲ၾでጦዿまたは࿓いたします。 

2020Ⴉဗ教育௶ コースID 20ク 

＊්ၼ๖県ၾཨ൚企業とは： ්ၼ๖県ၾにಈ業സがあり、ಃ金が３ຽ遠以下または企業のഌ業員が300以下の企業 

オンライン͵ 

＊PC環境およびオンライン௶に関する規ዃについて、ᅢずಈにウェブサイトをご確Ⴁください＊ 

オンライン௶に関する規ዃ： https://www.kistec.jp/wp/wp-content/uploads/

KISTEC_online_kiyakuR2_0709.pdf KISTEC_online_kiyakuR2_0709.pdf  

応用数学  ～ 科 学 、 工 学 峕 活 か 峃 数 理 的 思 考 ～ 
KISTEC 教育௶     ௹：(དၤ)්ၼ๖県ጵౌ業技ടຳ研究സ 

ଞೄ、ਙടೄのための 

オンライン͵ 



 
 
 
 

 

２０２０年１０月２３日 

「アカデミックファンタジスタ・出張講義・札幌南高校」 

青沼 仁志（人間数理研究分野） 

 

２０１９年１１月２７日 

「アカデミックファンタジスタ・公開講義・立命館慶祥高校」 

青沼 仁志（人間数理研究分野） 

 



 
 
 
 

 

２０２０年１０月９日 
「Serotonin key for trap-jaw ant aggression」 
青沼 仁志（分野名）  （人間数理研究分野） 
 



 
 
 
 

 

２０２０年７月２７日 

「Earwig wing folding and deployable structures」 PNAS 表紙 

青沼 仁志（人間数理研究分野） 

 



開催日 2020 年 10 月 21 日―2019 年 10 月 23 日 

タイトル 「研究者、技術者のための応用数学 〜科学、工学に活かす数理的思考〜 」 

名前 長山 雅晴（人間数理研究分野） 

 

2019年 11月 27日―11月 29日 
「研究者、技術者のための応用数学 ～科学、工学に活かす数理的思考～ 」 
長山 雅晴（人間数理研究分野） 
 

定員 :12 名 先着順にて承ります。

水藤　寛
東北大学

材料科学高等研究所
教授・博士（工学）

齊藤 宣一
東京大学

大学院数理科学研究科
教授・博士（理学）

対象者：企業、研究機関にご所属で、業務の中でシミュレーションや解析を行い
ながら、この計算の寄って立っているところがわからない、と悩む方／  数値シミュ
レーションの基盤となっている数学を知りたい方／ 学生時代は何の役に立つのかわ
からず数学に対する興味を失ってしまったが、社会に出てからその必要性を再認識
している方／ 生命科学・医療・環境・流通など、諸分野の課題を数学的手法で解決
できたら・・・と考える方

19 ス
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（カリキュラムの内容は裏面をご覧ください。）

＜本講座の講師＞

水藤 寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛寛
東北大学学学学学学学学東北大学学

材料科学高等研究所材材料材材材材材
教授・博士（工学）

齊藤 宣一宣藤 宣
東京大学東京大学

大学院数理科学研究科大学大学院大学大大学大学大大大
教授・博士（理学）

＜本講座の講師＞

研究者、技術者のための

【全日程３日間】

開講期間：2019 年 11 月 27日  （水）
　　28日（木）
　　29日（金）

いずれも 10 :00 ～ 17 :10　 

～科学、工学に活かす数理的思考～

1日ごとの選択受講も承ります。カリキュラム等、詳細は裏面をご覧ください。

会場：かながわサイエンスパーク内 研修室
（神奈川県川崎市高津区坂戸 3-2 -1 )

応　用　数　学
2019 年度教育講座　コース ID

カリキュラム編集者からのメッセージ
　　
　現代の科学技術は、その多くが陰に陽に数学に依拠しています。日常生活でそれ
を意識することはほとんどないとしても、何かを作ろう、改良しようという立場に
ある人にとって、数学とのつきあいは避けては通れません。また、イノベーション
を起こすには一つの分野を極めるだけでは済まず、多くの分野の協働が不可欠です。
ここでも諸科学の共通言語である数学に必ず向き合うこととなります。
　数学との「つきあい」の歴史も人さまざまです。社会に出てから日々の業務で様々
な問題に直面し、「数学をもっとやっていたらよかったなぁ」と思ったりもしてい
る方々を思い浮かべつつ、本講座は３年前から始まりました。これまでに参加して
下さった皆様からのフィードバックを元に、今年度は現象を数理モデル化すること
と、そこに現れる偏微分方程式を（近似的に）解くための差分法の理論に的を絞る
こととしました。最初は、大学初年級での微分積分、線形代数の復習から入ります。
大学で勉強したときは、何の役に立つのかわからなかったこまごまとしたことが、
実は全て実体を持っているのだということを感じていただきたいと思います。
　比較的少人数の講座として、わからないことも質問しやすい雰囲気を作りたいと
思います。「もう一度数学がやりたい！」という方々とお会いできるのを楽しみに
しています。

長山　雅晴
北海道大学

電子科学研究所
附属社会創造数学研究センター
教授・博士（数理科学）



 
 
 
 

 

２０１８年１２月１３日 
「アカデミックファンタジスタ・出張講義・札幌北高校」 
青沼 仁志（人間数理研究分野） 
 

２０１８年１１月１６日 
「アカデミックファンタジスタ・出張講義・札幌東高校」 
青沼 仁志（人間数理研究分野） 
 


